










































































































































































































































ものとして，二つの lH:界の J!l.~I;Jミの r\li，~りの間に，定かならぬ形のまま，立ち現わ
れては消えるのである.そしてこの二つの世界のあいだに横たわる無限の距向性
乙そ， もしあるとすれば，彼が店主・定めるととができる唯一の坊となるのであ
る. j， j し '\1負えれば，彼はj坊の欠如1 ということから出発するのであり， J11発でき
ないということから l l!l発するのである.容体をt巨否し，従って不能となる主休
を，どうにかして可能にしようというのが彼の企てなのである.


























「蒼空の乞食J 0) として， ただやみくもに熱烈になってゆく. そしてそれに比
例してまなざしの根拠も法れてゆく.一方，蒼空から自我に向かう視線は，自
我から発する視線をも吸い取って肥大し，ますます強烈なものとなる.詩人に
は，それが皮|付で悪意あるまなざしと意識される. I蒼空J の -n'l)を読んでみ





































え1);) されるべきである. この反映'I~I: こそ，マラノレメを，虚無の休験から，自己肯
定へと導いた鍵となるのであるから 8) たしかに，ボオドレエ jレも， I とり返し
得ぬJ の詩箭に見られる枚に， ある邸磁:の反 i映l快央央州'f性|
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8) G. Poulet はその著 La Distance int駻ieure !こ於いて， Les fenêtres の variante
に着目している.即ち1863年版においては， J e me mire et me vois ange! et je 
songe , et j'aime とあったのに対して， 66年版では Je me mire et me vois ange! 
et je meurs , et j' aime と書きかえられているのである. Poulet はこの meurs とい
う一語で，詩の意味が全く変わったと言うのである.即ち， 63年のマラノレメにとって，
青空の天使は，ただのまぼろし，目の錯覚にすぎず，あらゆる行為は不能であったが，
66年に於ては，死という意志的行為によって，この幻覚に，ポジティブな意味を与え得
た，というのである.実際，この死という行為とそ，段無の体験から非人称的自我を確
立せしめる鎚となるのである.この死について研究するととは，とりもなおさず， 1866 
-67年以後のマラルメを研究すろことになるであろう.
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